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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 31,874 19.4 3,124 51.0 3,470 59.3 3,051 64.1
25年3月期第2四半期 26,702 △0.7 2,069 85.7 2,178 81.9 1,859 83.9

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 4,104百万円 （560.2％） 25年3月期第2四半期 621百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 50.07 49.84
25年3月期第2四半期 30.66 30.61

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 85,135 55,924 65.5 914.96
25年3月期 82,118 52,978 64.4 868.12
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  55,803百万円 25年3月期  52,877百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― ― ― 19.00 19.00
26年3月期 ― ―
26年3月期（予想） ― 24.00 24.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 65,000 12.4 5,800 54.4 6,100 49.8 5,000 31.5 82.01



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信（添付資料）３ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 79,147,321 株 25年3月期 79,147,321 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 18,157,347 株 25年3月期 18,236,991 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 60,948,066 株 25年3月期2Q 60,659,586 株
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（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国景気が堅調に推移したものの、欧州経済の低迷が長期化す

るとともに、新興国においても景気減速懸念が強まっています。一方で、国内経済については、円高の修正や株式

相場の上昇等も背景に、景気が緩やかに回復しつつあります。  

 鍛圧機械業界における受注状況については、国内向けの需要低迷が続き、当第２四半期連結累計期間の受注全体

では対前年同期比 ％減の 百万円（一般社団法人 日本鍛圧機械工業会 プレス系機械受注額）となりまし

た。 

 このような環境下、当社グループは中期経営基本計画（３ヵ年計画）の最終年度を迎え、継続して重要施策であ

る「顧客の創造」及び「付加価値の拡大」に全力をあげて取り組んでまいりました。当第２四半期連結累計期間に

おいては、マレーシア生産子会社でのサーボモーター生産をスタートさせた他、引き続き海外での生産体制の強化

に努めるとともに、販売面においては、新型サーボプレス「ＤＳＦ－Ｃ１－Ａ」シリーズの販売をはじめグループ

各社がグローバルに連携し、一丸となって受注獲得に傾注してまいりました。 

 これらの取組みの結果、当第２四半期連結累計期間の受注高は、米州で自動車関連向けの大型プレス機の受注が

増加した他、アジア、欧州向けも堅調に推移しましたが、国内向けの受注が減少し、前年同期比 ％減の

百万円となりました。売上高は米州、アジア、欧州で自動車関連向けの売上が増加し、前年同期比 ％増の

百万円となりました。利益面では、営業利益は円安効果も含めた増収効果及び原価率改善等により 百

万円（前年同期比 ％増）となり、経常利益は 百万円（同 ％増）、四半期純利益は 百万円（同

％増）となりました。 
  

 セグメントの業績は以下のとおりであります。  

 日 本： 国内搬入案件の中・大型プレス機販売の減少により売上高は 百万円（前年同期比 ％減）とな

りましたが、販売機種構成の変化に伴う採算の改善及び原価率改善等によりセグメント利益は

百万円（同 ％増）となりました。 

 アジア： 現地生産を行う自動車関連向け中・大型プレス機の工事進行基準売上の増加等により売上高は 百

万円（前年同期比 ％増）となりましたが、原価率の上昇等によりセグメント利益は 百万円（同

％減）となりました。  

 米 州： 自動車関連で日系及びローカルユーザー向けともプレス機械販売が増加し、売上高は 百万円（前

年同期比 ％増）となり、円安効果も含めた増収効果及び原価率改善等によりセグメント利益は

百万円（同 ％増）となりました。 

 欧 州： 現地生産を行う自動車関連向け中・大型プレス機の工事進行基準売上の増加等により、売上高は

百万円（前年同期比 ％増）となりましたが、原価率の悪化等によりセグメント損失は 百万円

（前年同期はセグメント利益 百万円）となりました。 

   

（２）財政状態に関する説明 

①財政状態の分析  

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて 百万円増加し 百万円と

なりました。主な要因は、有価証券及び投資有価証券の増加 百万円、たな卸資産の増加 百万円、有形固定

資産の増加598百万円、現金及び預金の減少 百万円、受取手形及び売掛金の減少 百万円であります。 

（負債） 

 負債は前連結会計年度末と比べて 百万円増加し 百万円となりました。主な要因は、前受金の増加

百万円、短期借入金の増加 百万円、買掛金及び電子記録債務の減少 百万円、リース債務（流動及び固定）の

減少785百万円であります。 

（純資産）  

 純資産は前連結会計年度末と比べて 百万円増加し 百万円となりました。主な要因は、利益剰余金の

増加 百万円、その他有価証券評価差額金の増加 百万円であります。  

  

②キャッシュ・フローの分析  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という）は、前連結会計年度末と比べ

百万円増加し 百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は次の通りであります。  

 営業活動により得られた資金は 百万円（前年同期は 百万円の収入）となりました。主な要因は、収入

として税金等調整前四半期純利益 百万円、売上債権の減少 百万円、支出として仕入債務の減少 百

万円、その他の資産の増加 百万円、たな卸資産の増加 百万円であります。 

 投資活動によって支出した資金は 百万円（前年同期は 百万円の支出）となりました。主な要因は、支出

として定期預金の預入による支出 百万円、有形固定資産の取得による支出 百万円であります。 

 財務活動の結果、支出した資金は 百万円（前年同期は 百万円の支出）となりました。主な要因は、支出

として配当金の支払額 百万円、収入として短期借入れによる収入 百万円であります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 第２四半期連結累計期間における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成25年５月14日に公

表の通期の連結業績予想を修正いたしました。なお、当該予想数値の修正に関する事項は、本日（平成25年11月12

日）公表の「平成26年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と実績値との差異及び通期連結業績予想の修正並

びに配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,675 17,941

受取手形及び売掛金 16,091 14,492

電子記録債権 98 31

有価証券 3,700 5,700

製品 2,042 1,464

仕掛品 8,566 10,619

原材料及び貯蔵品 2,457 1,966

繰延税金資産 1,623 1,571

その他 3,270 4,756

貸倒引当金 △71 △74

流動資産合計 56,454 58,469

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 20,055 20,506

減価償却累計額 △13,935 △14,152

建物及び構築物（純額） 6,119 6,354

機械装置及び運搬具 8,607 9,781

減価償却累計額 △5,139 △5,517

機械装置及び運搬具（純額） 3,468 4,264

土地 4,851 4,870

リース資産 1,201 97

減価償却累計額 △378 △59

リース資産（純額） 823 37

建設仮勘定 550 836

その他 2,278 2,397

減価償却累計額 △1,924 △1,995

その他（純額） 353 402

有形固定資産合計 16,167 16,766

無形固定資産 842 946

投資その他の資産   

投資有価証券 4,116 5,071

保険積立金 3,216 3,391

繰延税金資産 61 63

その他 1,336 503

貸倒引当金 △77 △77

投資その他の資産合計 8,654 8,952

固定資産合計 25,663 26,666

資産合計 82,118 85,135

アイダエンジニアリング㈱（6118）　平成26年3月期　第２四半期決算短信

－4－



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,991 6,134

電子記録債務 2,703 1,642

短期借入金 － 931

1年内返済予定の長期借入金 500 500

リース債務 796 17

未払金 1,365 901

未払法人税等 428 503

前受金 9,381 10,460

製品保証引当金 1,231 1,266

賞与引当金 810 861

役員賞与引当金 33 48

受注損失引当金 257 163

その他 1,790 1,495

流動負債合計 25,290 24,928

固定負債   

長期借入金 1,000 1,000

リース債務 29 22

長期未払金 362 381

繰延税金負債 1,947 2,321

退職給付引当金 117 106

その他 392 451

固定負債合計 3,850 4,283

負債合計 29,140 29,211

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,831 7,831

資本剰余金 12,979 12,983

利益剰余金 39,573 41,403

自己株式 △8,992 △8,953

株主資本合計 51,391 53,264

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,898 2,524

繰延ヘッジ損益 △412 △166

為替換算調整勘定 0 180

その他の包括利益累計額合計 1,485 2,538

新株予約権 100 121

純資産合計 52,978 55,924

負債純資産合計 82,118 85,135
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

売上高 26,702 31,874

売上原価 21,060 24,807

売上総利益 5,642 7,066

販売費及び一般管理費 3,572 3,942

営業利益 2,069 3,124

営業外収益   

受取利息 12 26

受取配当金 46 46

養老保険満期償還益 84 64

為替差益 － 208

その他 48 38

営業外収益合計 193 384

営業外費用   

支払利息 25 18

為替差損 19 －

その他 38 19

営業外費用合計 84 38

経常利益 2,178 3,470

特別利益   

固定資産売却益 3 1

特別利益合計 3 1

特別損失   

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 1 3

ゴルフ会員権評価損 8 －

特別損失合計 10 3

税金等調整前四半期純利益 2,172 3,468

法人税、住民税及び事業税 276 339

法人税等調整額 35 77

法人税等合計 312 417

少数株主損益調整前四半期純利益 1,859 3,051

四半期純利益 1,859 3,051
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,859 3,051

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △391 626

繰延ヘッジ損益 10 246

為替換算調整勘定 △856 180

その他の包括利益合計 △1,238 1,053

四半期包括利益 621 4,104

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 621 4,104
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,172 3,468

減価償却費 657 728

貸倒引当金の増減額（△は減少） △39 △3

製品保証引当金の増減額（△は減少） △29 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） △57 41

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 11 14

受注損失引当金の増減額（△は減少） △255 △105

退職給付引当金の増減額（△は減少） △65 △22

受取利息及び受取配当金 △59 △73

支払利息 25 18

有形固定資産売却損益（△は益） △3 △1

売上債権の増減額（△は増加） 67 2,149

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,026 △622

仕入債務の増減額（△は減少） 1,613 △1,855

その他の資産の増減額（△は増加） 390 △811

その他の負債の増減額（△は減少） 210 △597

その他 8 60

小計 3,617 2,388

利息及び配当金の受取額 59 72

利息の支払額 △25 △18

法人税等の支払額 △221 △224

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,430 2,218

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △1,269

定期預金の払戻による収入 10 －

有形固定資産の取得による支出 △666 △868

有形固定資産の売却による収入 25 106

投資有価証券の取得による支出 △50 －

無形固定資産の取得による支出 △18 △367

その他 1 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △697 △2,397

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 918

短期借入金の返済による支出 △503 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △66 △8

自己株式の取得による支出 △0 △1

自己株式の売却による収入 2 32

配当金の支払額 △892 △1,215

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,461 △273

現金及び現金同等物に係る換算差額 △678 463

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 592 10

現金及び現金同等物の期首残高 17,129 22,281

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 2 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,725 22,292
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   該当事項はありません。 

   

   

   該当事項はありません。 

   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（注）１．売上高の調整額はセグメント間取引高の消去額であり、セグメント利益の調整額はセグメント間取引

消去に伴う調整額であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．売上高の調整額はセグメント間取引高の消去額であり、セグメント利益又は損失の調整額はセグメン

ト間取引消去に伴う調整額であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

   

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

（単位：百万円）

  

報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
（注）２ 

日本 アジア 米州 欧州 計 

売上高               

外部顧客への売上高  9,904  8,098  4,146  4,552  26,702  －  26,702

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 8,509  825  154  770  10,260 ( ) 10,260  －

計  18,414  8,923  4,301  5,323  36,963 ( ) 10,260  26,702

セグメント利益   1,037 830  185  46  2,100 ( ) 30  2,069

（単位：百万円）

  

報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
（注）２ 

日本 アジア 米州 欧州 計 

売上高               

外部顧客への売上高  7,906  8,829  8,643  6,495  31,874  －  31,874

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 9,205  690  272  685  10,853 ( ) 10,853  －

計  17,111  9,519  8,915  7,180  42,727 ( ) 10,853  31,874

セグメント利益又は損失（△）  1,632  705  634  △10  2,962  162  3,124
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受注及び販売の状況  

（１）受注実績及び受注残高 

（単位：百万円）

（注）１ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

   ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。   

  

（２）販売実績 

（単位：百万円）

（注）1 セグメント間取引については、相殺消去しております。 

   ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

４．補足情報

区分 前四半期連結累計期間 当四半期連結累計期間 
対前年同期比 

増減率（％） 

受 

注 

実 

績 

 日本 17,290 8,238 △52.4

 アジア 9,200 12,402 34.8

 米州 7,227   9,373 29.7

 欧州   5,313   6,582 23.9

 合計 39,032   36,597 △6.2

  

受 

注 

残 

高 

  

 日本 20,228 18,311 △9.5

 アジア 9,106 12,921 41.9

 米州 9,208   14,304 55.3

 欧州   10,065   10,684 6.2

 合計 48,608   56,222 15.7

区分 前四半期連結累計期間 当四半期連結累計期間 
対前年同期比 

増減率（％） 

  日本 9,904 7,906 △20.2

  アジア 8,098 8,829 9.0

  米州 4,146   8,643 108.4

  欧州   4,552   6,495 42.7

   合計 26,702 31,874 19.4
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